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22..木木  立立  のの  景景  ～地域とつくる木立の中を市電が走る空間～  

～将来の＜熊本駅～合同庁舎＞付近から熊本駅方面を望む～ 
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(1) 樹形と樹種の考え方 

①主木のあり方 

存在感があり、樹形が美しいものとする。景のまとまりを形成 

②添景木のあり方 

景に賑わいと安らぎを与える。軽やかなイメージの樹木 

③地被類のあり方 

歩道に滲み出すような緑の表現と共に、にぎわいを演出 

軌道両側へ配置され、季節感を演出するケヤキ 

交通広場導入目印のクスノキのシン

ボルツリー 

坪井川の直線性と呼応するよう整然とした列植 

列植が美しい円錐状の樹形⇒イチョウ 

軌道両側へ配置し、季節感を演出するケヤキ 

(2) 配植デザインの考え方 

◇クスノキ ⇒ 緑を印象付けるよう要所に配置。 

◇ケヤキ  ⇒ 景全体に配置し、骨格を形成。 

◇イチョウ ⇒ 坪井川沿いに配置。 

(１)木立の景の緑の考え方 

～横断図（熊本駅城山線）～ 
城山線 基本幅員Ｄ＝32ｍ 
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▼A-A 断面 

A 

A 

イメージ 1 

イメージ 2 

▼イメージ 1 ▼イメージ 2 

(２)木立の景のイメージ 
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33..水水  辺辺  のの  景景  ～水辺とまちが交差する回遊空間～  

～将来の春日橋下流から祇園橋方面を望む～ 
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水辺広場 

（１）位置図 

水辺広場 
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旧石塘堰

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【緑を背景にし、旧石塘堰を象徴的に見せる】 

賑わいの空間から静の空間を望む 
【連続する緑によって水辺の方へ導く】

入口付近から望む 

【広がりのある視界で水辺へ引き込む】   

賑わいにつながる場付近から水辺を望む 

オープンカフェなど 

人がたまる『賑わい』の空間 

豊かな緑のある 

落ち着いた『静』の空間 

【「静」と「賑わい」の対比した空間を見せ、水辺広場や水辺へ人を誘う】 

対岸から水辺広場を望む 

(２)考え方 
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 (３)イメージ 

～将来の春日橋の上から水辺広場を望む～ 




